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家屋の存在が氾濫流の挙動と土砂堆積に及ぼす影響 
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１．はじめに 

家屋の存在は，氾濫流の流れや土砂堆積などに影響

を及ぼすと考えられる．2004 年 7 月新潟豪雨による中

之島地区の洪水氾濫では，破堤部付近に存在する家屋

の有無により，最大浸水深分布の範囲が変わることが

示されている 1)．また，市街地を対象とした詳細な氾濫

流に関する実験が行われており，住区への浸水のモデ

ル化と非構造格子を用いた 2 次元計算法が提案されて

いる 2)．一方，計算の妥当性を示す情報は災害事例から

得られたデータは少なく，存在する一部のデータも災

害後の水深と土砂堆積などの痕跡や家屋の被災状況な

どに留まるのが多く，家屋の存在に着目した知見や考

察は十分ではない．そこで本研究では，河川蛇行部に

おける家屋の存在が氾濫流の挙動や土砂堆積に及ぼす

影響を明らかにすることを目的として，2012 年 7 月に

発生した九州北部豪雨の熊本市龍田陳内地区における

洪水被害について検討する． 

２．研究対象地の概要 

2012 年 7 月 11 日から 14 日に九州北部地方で豪雨が

発生し，各地で観測史上最大の降雨量を観測した．こ

の記録的な大雨は，白川流域の河川を氾濫させ，死者

23 名，行方不明者 2 名，全壊家屋 209 棟，半壊 1262 棟，

床上・床下浸水 2102 棟と甚大な被害をもたらした．熊

本市を流れる白川では，上流域で降った記録的な短時

間豪雨により，大量な水が本流の白川に流入した．河

川水は本流を流下して水位が急激に高まり，図 1 に示

した河道屈曲部の熊本市龍田陳内地区では，外水氾濫

により大規模な洪水災害が発生した．当該地区は氾濫

平野に位置し，河床勾配が急峻になっており，堤内地

は市街化が進み，狭い地域に比較的住宅が密集してい

るという地形特徴を持っている． 

地盤高を図 2 に示す．龍田陳内四丁目は白川河道の

屈曲部に位置し，白川に突き出た南向きに傾斜した地

形で，市道（B 点）から龍田陳内地区南側の 18k900 近

辺（C 点）まで徐々に標高が低くなっており，約 500m

の距離で 15m もの高低差が存在する. 

３．研究方法 

本研究では家屋群における流れの挙動を明らかにす

るために，空間分解能 5m の地形データを用いて，家屋

間や道路を非構造格子による細かいメッシュで分割し

た．家屋や街区，街路などの構造物に関しては，国土

地理院地図や航空写真から家屋形状と位置情報の抽出

を行った．河道部は 20m×10m（流下方向×河床横断方向）

の矩形計算格子を採用し，RTK-GPS による現地河床横

断測量データを用いて，各変曲点に平面直角座標系に

おける座標値を与えた．左岸側は地盤高が高く越流氾

濫がなかったため，流出しない閉境界条件とした．ま

た，上流端流量は 2012 年 7 月 12 日の洪水ピーク時流

量の 2300m
3
/s を再現するために基準地点とする代継橋

地点で観測した出水時の実測値を与えた．下流端につ

いては，水位のハイドログラフを与えた．堤内地の家
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図 1 白川龍田陳内地区における洪水氾濫地域 
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図 6 19k400 付近の堤内地における土砂堆積厚と流量

の時間変化 

屋などの構造物は通水しない閉境界条件とした．上流

端からの供給土砂は，d50=0.0147mm とし，土砂濃度は

7000g/m
3 とした．なお，初期河床は固定床とした．粗

度係数については，河道部には 0.050m
-1/3

s，堤内地の街

区と街路には 0.033m
-1/3

s を与えた．時間間隔は 0.02s と

した． 

４．結果および考察 

越流氾濫が発生した初期段階の堤内地における氾濫

流の浸水経路を図 3 に示す．洪水流が 19k400 と 19k000

から堤防を乗り越え，越流水が堤内地に氾濫し，家屋

間を迂回しながら黒い丸印の地点で流れが集中し，そ

の一部が再び本川の流れと合流する様子が表れている． 

洪水流量ピーク時の流速分布を図 4 に示す．越流氾

濫発生初期は，洪水流が 19k400 と 19k200 近辺から堤

内地へ流れ込んでいたのに対して，流量ピーク時は氾

濫流が龍田陳内地区を横切り，18k700 付近へ流れてい

った．この流れは速く，18k700 付近の堤内地で約 3.0m/s

の高流速を示している． 

氾濫流が引いた後の土砂堆積厚の平面分布を図 5 に
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示す．19k500 から 19k400 まで，および 19k200 付近の

河道狭窄部の堤防沿いでは土砂堆積が高く，堤防から

離れた堤内地では土砂堆積が低く，堤内地の北西方向

に行くほど土砂堆積が低くなっていることが示されて

いる．19k400 付近から流れ込み，堤内地を横切って流

れた高速の氾濫流の通過した場所では，土砂の堆積が

見られない． 

19k400 付近の堤内地における土砂堆積厚と流量の時

間変化を図 6 に示す．越流開始にともない土砂が堆積

し，洪水流量ピーク時前後では土砂の堆積が減少し，

減水開始 2 時間後から土砂が再び堆積し始めることが

わかった． 

５．おわりに 

2012 年 7 月豪雨により，洪水被害に見舞われた熊本

市龍田陳内地区を対象に，氾濫数値解析を実施した．

氾濫初期の浸水経路，洪水流量ピーク時における堤内

地の流速と土砂堆積厚の分布を明らかにした． 
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図 3 流量 2300m3/s 時の浸水経路 

図 4 流量 2300m3/s 時の流速分布 
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図 5 氾濫流が引いた後の土砂堆積厚 
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